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高オレイン酸ひまわり油と高オレイン酸菜種油がラットの不安行動に及ぼす影響
～ オリーブ油の不安行動との比較 ～

坂井 恵子,黒江 稀美子,稲盛 朱里,玉川 美穂

要  旨
【目的】工業的水素添力日された高オレイン醸植物油がオリーブ1山 と同等な機能を持つのかは未だ明

らかではない.本研究では,高オレイン酸植物油の中で ‐般に普及 している高オレイン酸カノーラ

菜種油と高オレイン酸ひまわり油について,乳酸菌との同時lユt収がラットの不安行動に及ぼす影響
について明らかにすることを目的としたし

【方法】Sprague― Dawlev系 ラットの 4週齢を無作為に乳酸菌食と標準食に分け,実験飼料で 13週 間

飼育を行った。乳酸菌食と標準食は,脂質として市販されている高オレイン酸ひまわり油と高オ
レイン酸カノーラ油,11-9系 オリーブ油,n-6系 ひまわり油,在来型菜種油を使用した=乳酸菌は
Lactococcus I.actis subsI).Cremoris FC,Acetobactcr olねltalis I'Aを用い, ヨーグル トにして′ナえた「

その他の成分は全て同じで行った。実験飼料は全ての食餌群のカロリー量を同
‐にして投与した [

不安行動実験は高架式十字1′卜路試験と高所滞在試験で行った。

尚,本研究における動物実験は鹿児島純心女子大学動物実験指rlに従って行われた_

【結果】不安行動 では,高オレイン酸ひまわり,由 はオ リーブ油と同じく乳酸菌食の方が標準食に比
べて不安感の減少がみられた= 

‐方,高オレイン酸カノーラ油の不安行動には乳酸菌食の影響はみ

られなかった。ひまわり油と菜種油の高オレイン酸型と在来型の不安行動では,ひまわり油の方が

菜種油に比べて標準食および乳酸 1某i食 とも不安感が低いのが顕著であった_

【考察】高オレイン酸ひまわり油がオリーブ油よりも不安感が低く、高オレイン酸カノーラ油の不

安感が高いのが,1票準食および乳酸菌食で明らかとなった=著
:者 らの先行研究で高オレイン酸紅花

油と同じく高オレイン酸のひまわり油とカノーラ油もオリーブ油とは異なる不安行動への影響が認

められた,

【結論】高オレイン酸カノーラ油と高オレイン酸ひまわり油が不安行動に及ばす影響は異なつていたし

キーワー ド :高オレイン酸植物油,不安行動,オ リーブ油,カ ノーラ油,ひ まわり油

緒  言
市場にみ られる多種の高オ レイン陵植物油が,同
じく高オ レイン酸含有オ リーブ油と同等な機能を持

つのかは未だ明らかではない.n-3系 脂肪酸の DHA

や EPAは脳機能の向上に寄与 していることは知られ

ているが
1~・ ,工業的水素添力||さ れた高オレイン酸植

物 i由 (水添植物油)に 関しては不明である_著者等は

先行研究において,オ リーーブ1山の pureと virgin,紅花

油の在来型の 11-6系 と高オ レイン酸型,n-3系エゴマ

油についてラットの不安行動の比較検討を行った
1・

.

その結果,高 オレイン酸糸」花油はオ リーブ油と異なっ

た不安行動であった^本研究では,更 に検証するた
めに別の高オレイン酸植物油でオ リーブ油 とは異な

るのか,比較検討を行った_

方  法
動物実験 :ラ ッ トは Spragtle― Dawle、 系 1週 齢雌を無

作為に標準食群 (Col甘ol)と 乳酸 1果i食群 (hct)と に分

け,さ らにそれぞれの群を脂質として n-9系 オリーブ

1山 ,高オレイン酸型カノーラ油,在来型莱種油,高オ
レイン酸型ひまわ り油,在来型ひまわ り,由 (n-6系 )
を使用 した 10群 に分け 13週間飼育した (Tablc l)3

実験飼料 :脂質 としてオ リーブ油 pure(和 光純薬 ),

高オ レイン酸カノーラ油 (日 清 o市 o),菜 種油 (和

光純薬),高 オ レイン酸ひ 主わ り1由 (昭和産業),ひ
まわ り油 (n-6系 )(和 光1[薬 )を使用 した。乳酸菌
は I■ lCt000Cuヽ laCtiS SulDSl■ CIC皿 01iS Iic,1へ cetObactOr

o百 entalis FA(フ ジッコ株)を使用し,餌iの調製時毎

に乳酸菌の粉末を牛乳 (明治)で ヨーグル トに調製
したものを使用した^そ の他の成分は各食倉耳群とも

全て同じにした。エネルギー (1も は全食餌群とも糖質

57%,た んぼく質 19%,脂質 24%で 行った。餌の投 与‐鹿児島純心女子大学看護栄養学部健康栄養学科
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は全食餌群 ともカロリー量を同 一に して毎 日与え ,

翌 日残量を測定 して摂取量を算定 した〔

行動実験 :不安行動は高架式 |‐字迷路試験 と高所テー

ブル滞在試験を,実験飼料で飼育後 3週 日から最終
〕旦まで行った (「 ig.7,1'尊 8).

尚,本研究における動物実験は鹿児島純心女子人

学動物実験指針に従って行われたら
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結  果
本研究では, ラッ トの自耳げ)摂取量にすべての食餌

群間に有意な差は認められなかった。また,ラ ッ ト

の体市増力|1量は標準食・乳酸菌食のすべての食自耳群

間で有意な差は認められなかった (Fig.1)_

1.高 オレイン酸 (n-9系 )同 上の比較 :乳酸菌食の

方が標準食に比べて不安感は低 く,オ リーブ油と

ひまわり油では顕著に低 ドした (F,2)、

2.高オレイン酸カノーラ油と在来型菜種油の比較 :

高オ レイン酸カノーラ油と在来型菜種油の不安行

動は良く似た傾向を示 し,乳酸菌食の方が標準食
より不女感が低下傾向を示した (1lg.3).

3.ひ まわ り油の高オ レイン酸型 と在来型の比較 :

高オレイン酸ひまわり油は在来型ひまわり油 (n-6)

に比べて乳酸菌食で不安感が低下 した (Fig.1)_

4.菜 種油とひまわ り油の比較 :菜種油よりひまわ
り油の方が標準食お よび乳酸菌食において不安感

が低かった_特に,標準食の在来 11!ひまわり油 (n-6)

と乳酸菌食の高オ レイン酸 11!ひ まわ り油の不安感

の低下が順著であった (Fig.5).

5.高架か らラッ トが下を見る回数 :不安感の少な
いラッ トには下をみる余裕がある.ひ まわ り油は

オ リーブより不女感が低 く, しかも乳酸菌食で顕

著だった (F,6).
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高オレイン崚ひまわり油と高オレイン酸菜種油がラットの不安行動に及ぼす影響 (23)
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考  察
li業的水素添加による高オ レイン酸植物油生成の

|:程 では副産物の トランス脂肪酸やジヒ ドロ型 ビタ

ミン Klが微量副生することが報告 されている
)・

。 ジ
ヒ ドロ11!ビ タミン Klは ビタミン Iく 2生成を阻害す
ることでオステオカルンンの生成が阻害 される^オ
ステオカルンンは骨形成で知られているが,脳機能

にも影響することが示唆されている
Ⅲ
.

著者らは,先行研究で高オレイン酸型紅花油はオ

リーブ油より1)不安感が低かったことを報告 した 。

本研究では,高 オレイン酸型ひまわ り油がオ リーブ

油よりも不安感が低かった`対照的にカノーラ油の

不安感は高かったが,それはオ リーブ油 とは異な り

乳酸苗食でも低い ままだった_著 者らの研究では ,
不女行動に対する ll業的水素添加 |こ よる高オ レイン

酸化の影響はオ リーブ油 とは異なることが明らかと

なったこ脳では,セ ロ トニン,ノ ルア ドレナ リン,ドー

バ ミンなどと同 じくオステオカルンンも神経伝達物

質 として機能 していることが不唆され ている
.・

ので ,

11業的に水素添加された高オ レイン酸植物油の影響
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については今後の課題である。

結  論
1.高 オレイン酸ひまわ り油はオリーブ油と同 じく

乳酸菌食で不安感の減少がみ られた_

2.カ ノーラ油の不安行動には乳酸菌食の影響 |ま み
られなかった.

3.高 オ レイン峻ひまわ り油とカノーラ油の不安行
動は,標 準食と乳酸菌食でそれぞれオ リーブ油と

は異なっていたっ

4.カ ノーラ 1由 とひまわ り油が不女行動に及 |ごす影
響は異なっていた.
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Effect of high-oleic-sunflower oil and high oleic canola oil on anxiety
behavior of rats. Compare the anxiety behavior with olive oil

Keiko Sakai, Kimiko Kuroe, Akari Inamori, Miho Tamagawa

Department of Nutrition, Faculty of Nursing and Nutrition,
Kagoshima Immaculate Heart University

Key words : high-oleic oil, anxiety behavior, olive oil, canola oil, sunflower oil

Abstract
It is still unclear whether industrial hydrogenated vegetable oils have the same functions as olive oil.

The aim of this study, we investigated the anxiety behavior of rats fed either two kinds of high oleic

vegetable oils compared with olive oil. Moreover, we clarified the effect of Lact diet contained yogurt on

anxiety behavior.

Method: Sprague-Dawley rats were randomly divided into control diet and lact diet contained yogurt.

Then, each group had five kind of lipid groupsi olive oil, canola oil, rapeseed oil, high oleic sunflower oil and

ordinary sunflower oil (n-6). The rats of each dietary group were fed same amount of calories a day for 13

weeks. Yogurt were made from Lactococcus Lactis subsp. Cremoris FC, Acetobacter orientaris FA with milk.

Behavior experiment were done by trlevated Plus Maze test and High Table Stay test.

Rust: The anxiety behavior of high oleic sunflower oil reduced extremely with lact diet as olive oil. However,

the anxiety behavior of canola oil was not affected by lact diet. The anxiety behavior ofhigh oleic canola oil

and repeseed oil showed extremely higher than high oleic sunflower oil and ordinary sunflower oil (n-6).

Conclusion: The effect of high oleic canola oil and high oleic sunflower oil on the anxiety behavior was

different in each control and lact diet.


